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PoEについて

Power over Ethernet（PoE）ポート
PoweroverEthernet（PoE）対応deviceポートでは、回路に電力が供給されていないことをスイッ
チが検出した場合、接続している次のデバイスに電力が自動的に供給されます。

•シスコ先行標準受電装置（Cisco IP Phoneおよび Cisco Aironetアクセスポイントなど）

• IEEE 802.3af準拠の受電装置

受電デバイスが PoEスイッチポートおよびAC電源に接続されている場合、冗長電力として利
用できます。受電デバイスがPoEポートにだけ接続されている場合、受電デバイスには冗長電
力は供給されません。

Catalyst WS-C3560CX-8PT-Sの PoEおよび PoEパススルーポート

Catalyst WS-C3560CX-8PT-Sは PD/PSE製品です。つまり、スイッチは電源デバイス（PD）と
しても、また電源装置（PSE）としても動作できます。このスイッチは、アップリンクポート
（PD1または PD2）から供給される PoE電圧、あるいは外部予備電源（AUX）から供給され
る電圧によって電源が投入されます。このスイッチでは、ACおよび DC入力に加え、PoE、
PoE+、UPOEで電源を供給できます。

アップリンクから供給される電力と電源アダプタから供給される電力は、より高いPoEバジェッ
トに変換されて、入力電源に追加されます。この電力の一部は、システム電源に使用され、残

りは IP電話、IPカメラなどのその他の PoE周辺機器に電力を供給できるパススルー電力とし
てダウンリンク POE+ポートに供給されます。
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• Catalyst WS-C3560CX-8PT-Sは 2xUPOEアップリンクからの電源をサポートします。

•これは、スイッチで 24V DC入力による電源投入を可能にする DC電源アダプタをサポー
トします。

• AUXはシステムに 78Wを供給します。

•電源（ACまたは DC）および PoEは追加できます。次の表に、PoEバジェットのいくつ
かの電力値を示します。

表 1 : PoEバジェット

コメントアップリンク 2アップリンク 1PoEバジェット（ワッ
ト）

通常の動作、PoEバ
ジェットなし

PoEPoE0

通常の動作、PoEバ
ジェットなし

PoE+00

PoEバジェット使用可
能

PoE+PoE+20

PoEバジェット使用可
能

UPoE022

PoEバジェット使用可
能

PoEUPoE33

PoEバジェット使用可
能

UPoEPoE+44

PoEバジェット使用可
能

UPoEUPoE68

このスイッチでは、T1電力で起動し、T2電力にネゴシエートすることが予想されます（これ
は低電力起動とも呼ばれます）。低電力起動は次のような場合に起こります。

•アップリンクポートの 1つが PSEに接続されている。

•予備電源アダプタが接続されていない。

この場合、スイッチは低電力モードで電源が投入され、ASICの電源は切られます。また、
CDP/LLDPを使用して電源をネゴシエートします。電源がネゴシエートされると、システムに
電源が投入され、ASICが初期化されます。また、ソフトウェアをリロードせずに起動し続け
ます。
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例：WS-C3560CX-8PT-Sでの PoEおよび PoEパススルーポートの設定

show env power特権 EXECコマンドは、スイッチの電源オプションに関する情報を提供しま
す。

スイッチ# show env power

Power Source Type Power(w) Mode
-------------- -------------- --------- ---------
A.C. Input Auxilliary 80(w) Available
Gi0/9 Type2 30(w) Available
Gi0/10 Type2 30(w) Available

Available : The PoE received on this link is used for powering this switch and
providing PoE pass-through if applicable.

これらの電源装置はすべて、PoEバジェットまで追加されます。システム消費量は約24W
です。

（注）

サポート対象のプロトコルおよび標準規格

deviceは PoEのサポートに次のプロトコルと規格を使用します。

•電力の消費について CDPを使用：受電デバイスは、deviceに消費している電力量を通知
します。deviceはこの電力消費に関するメッセージに応答しません。deviceは、PoEポー
トに電力を供給するか、このポートへの電力を取り除くだけです。

•シスコインテリジェント電力管理：受電装置およびdeviceは、電力ネゴシエーションCDP
メッセージによって電力消費レベルについてネゴシエーションを行います。このネゴシ

エーションにより、7Wより多くを消費する高電力のシスコ受電デバイスは、最も高い電
力モードで動作できるようになります。受電デバイスは、最初に低電力モードでブートし

て7W未満の電力を消費し、ネゴシエーションを行って高電力モードで動作するための十
分な電力を取得します。受電装置が高電力モードに切り替わるのは、deviceから確認を受
信した場合に限られます。

高電力装置は、電力ネゴシエーション CDPをサポートしない devicesで低電力モードで動
作できます。

シスコのインテリジェントな電力管理の機能には、電力消費に関して CDPとの下位互換
性があるため、deviceは、受信する CDPメッセージに従って応答します。CDPはサード
パーティの受電デバイスをサポートしません。このため、deviceは、IEEE分類を使用して
装置の消費電力を判断します。

• IEEE802.3a：この規格の主な機能は、受電装置の検出、電力の管理、切断の検出です。オ
プションとして受電装置の電力分類があります。詳細については、この規格を参照してく

ださい。
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受電デバイスの検出と初期電力割り当て

deviceは、PoE対応ポートがシャットダウンの状態でなく、PoEはイネーブルになっていて（デ
フォルト）、接続した装置はACアダプタから電力供給されていない場合、シスコの先行標準
受電デバイスまたは IEEE準拠の受電デバイスを検出します。

装置の検出後、deviceは、次のように装置のタイプに応じて電力要件を判断します。

•初期電力割り当ては、受電デバイスが要求する最大電力量です。deviceは、受電デバイス
を検出および電力供給する場合、この電力を最初に割り当てます。deviceが受電デバイス
から CDPメッセージを受信し、受電デバイスが CDP電力ネゴシエーションメッセージを
通じてdeviceと電力レベルをネゴシエートしたときに、初期電力割り当てが調整される場
合があります。

• deviceは検出した IEEE装置を消費電力クラス内で分類します。deviceは、電力バジェッ
トに使用可能な電力量に基づいて、ポートに通電できるかどうかを決定します。表2: IEEE
電力分類（4ページ）に、各種レベルの一覧を示します。

表 2 : IEEE電力分類

から要求される最大電力レベルデバイスクラス

15.4 W0（クラスステータスは不明）

4 W1

7 W2

15.4 W3

deviceは電力要求をモニタリングおよび追跡して必要な場合にだけ電力供給を許可します。
deviceは自身の電力バジェット（PoEの deviceで使用可能な電力量）を追跡します。電力の供
給許可または拒否がポートで行われると、deviceはパワーアカウンティング計算を実行し、電
力バジェットを最新に保ちます。

電力がポートに適用されたあとで、deviceは CDPを使用して、接続されたシスコ受電デバイ
スの CDP固有の電力消費要件を調べます。この要件は、CDPメッセージに基づいて割り当て
られる電力量です。これに従って、deviceは電力バジェットを調整します。これは、サード
パーティのPoE装置には適用されません。deviceは要件を処理して電力の供給または拒否を行
います。要求が許可されると、deviceは電力バジェットを更新します。要求が拒否された場合
は、deviceはポートの電力がオフに切り替わっていることを確認し、syslogメッセージを生成
してLEDを更新します。受電デバイスはより多くの電力について、deviceとのネゴシエーショ
ンを行うこともできます。

不足電圧、過電圧、オシレータ障害、または短絡状態による障害を deviceが検出した場合、
ポートへの電源をオフにし、syslogメッセージを生成し、電力バジェットと LEDを更新しま
す。
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電力管理モード

deviceでは、次の PoEモードがサポートされます。

• auto：接続されている装置で電力が必要であるかどうか、deviceが自動的に検出します。
ポートに接続されている受電デバイスを deviceが検出し、deviceに十分な電力がある場合
は、電力を供給して電力バジェットを更新し、先着順でポートの電力をオンに切り替えて

LEDを更新します。LEDの詳細については、ハードウェアインストレーションガイドを
参照してください。

すべての受電デバイス用としてdeviceに十分な電力がある場合は、すべての受電デバイス
が起動します。deviceに接続された受電デバイスすべてに対し十分な電力が利用できる場
合、すべての装置に電力を供給します。使用可能なPoEがない場合、または他の装置が電
力供給を待機している間に装置の接続が切断されて再接続した場合、どの装置へ電力を供

給または拒否されるかが判断できなくなります。

許可された電力がシステムの電力バジェットを超えている場合、deviceは電力を拒否し、
ポートへの電力がオフになっていることを確認したうえで syslogメッセージを生成し、
LEDを更新します。電力供給が拒否された後、deviceは定期的に電力バジェットを再確認
し、継続して電力要求の許可を試みます。

deviceにより電力を供給されている装置が、さらに壁面コンセントに接続している場合、
deviceは装置に電力を供給し続ける場合があります。このとき、装置が deviceから受電し
ているか、AC電源から受電しているかにかかわらず、deviceは引き続き装置へ電力を供
給していることを報告し続ける場合があります。

受電デバイスが取り外された場合、deviceは切断を自動的に検出し、ポートから電力を取
り除きます。非受電デバイスを接続しても、そのデバイスに障害は発生しません。

ポートで許可される最大ワット数を指定できます。受電デバイスの IEEEクラス最大ワッ
ト数が設定されている最大値より大きい場合、deviceはそのポートに電力を供給しませ
ん。deviceが受電デバイスに電力供給したが、受電デバイスが設定の最大値より多くの電
力をCDPメッセージによって後で要求した場合、deviceはポートの電力を取り除きます。
その受電デバイスに割り当てられていた電力は、グローバル電力バジェットに送られま

す。ワット数を指定しない場合、deviceは最大値の電力を供給します。任意の PoEポート
で auto設定を使用してください。autoモードがデフォルト設定です。

• static：deviceは、受電装置が接続されていなくてもポートに電力をあらかじめ割り当て、
そのポートで電力が使用できるようにします。deviceは、設定された最大ワット数をポー
トに割り当てます。その値は、IEEEクラスまたは受電デバイスからの CDPメッセージに
よって調節されることはありません。これは、電力があらかじめ割り当てられていること

から、最大ワット数以下の電力を使用するすべての受電デバイスが固定ポートに接続され

ている場合に電力が保証されるためです。ポートはもう先着順方式ではなくなります。

ただし、受電装置の IEEEクラスが最大ワット数を超えると、deviceは装置に電力を供給
しません。受電 deviceが最大ワット数を超える電力を消費していることを CDPメッセー
ジによって知ると、deviceは受電デバイスをシャットダウンします。
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ワット数を指定しない場合、deviceは最大数をあらかじめ割り当てます。deviceは、受電
デバイスを検出した場合に限り、ポートに電力を供給します。優先順位が高いインター

フェイスには、static設定を使用してください。

• never：deviceは受電装置の検出をディセーブルにして、電力が供給されていない装置が接
続されても、PoEポートに電力を供給しません。PoE対応ポートに電力を絶対に適用せ
ず、そのポートをデータ専用ポートにする場合に限り、このモードを使用してください。

ほとんどの場合、デフォルトの設定（自動モード）の動作は適切に行われ、プラグアンドプレ

イ動作が提供されます。それ以上の設定は必要ありません。ただし、優先順位の高いPoEポー
トを設定したり、PoEポートをデータ専用にしたり、最大ワット数を指定して高電力受電デバ
イスをポートで禁止したりする場合は、このタスクを実行します。

電力モニタリングおよび電力ポリシング

リアルタイム電力消費のポリシングをイネーブルにした場合、受電デバイスが最大割り当て量

（カットオフ電力値）を超えて電力を消費すると、deviceはアクションを開始します。

PoEがイネーブルである場合、deviceは受電デバイスのリアルタイムの電力消費を検知します。
接続されている受電デバイスのリアルタイム電力消費を deviceが監視することを、電力モニ
ターリングまたは電力検知といいます。また、deviceはパワーポリシング機能を使用して消費
電力をポリシングします。

電力モニタリングは、シスコのインテリジェントな電力管理および CDPベースの消費電力に
対して下位互換性があります。電力モニタリングはこれらの機能とともに動作して、PoEポー
トが受電デバイスに電力を供給できるようにします。

deviceは次のようにして、接続されている装置のリアルタイム電力消費を検知します。

1. deviceは、個々のポートでリアルタイム消費電力をモニターリングします。

2. deviceは、ピーク時の電力消費を含め、電力消費を記録します。deviceは
CISCO-POWER-ETHERNET-EXT-MIBを介して情報を報告します。

3. 電力ポリシングがイネーブルの場合、deviceはリアルタイムの消費電力を装置に割り当て
られた最大電力と比較して、消費電力をポリシングします。最大消費電力は、PoEポート
でカットオフ電力とも呼ばれます。

装置がポートで最大電力割り当てを超える電力を使用すると、deviceはポートへの電力を
オフにしたり、または deviceコンフィギュレーションに基づいて受電装置に電力を供給し
ながら deviceが syslogメッセージを生成して LED（ポート LEDはオレンジ色で点滅）を
更新したりすることができます。デフォルトでは、すべてのPoEポートで消費電力のポリ
シングはディセーブルになっています。

PoEの error-disabledステートからのエラー回復がイネーブルの場合、指定の時間の経過
後、deviceは PoEポートを error-disabledステートから自動的に回復させます。

エラー回復が無効な場合、shutdownおよび no shutdownインターフェイスコンフィギュ
レーションコマンドを使用して、手動で PoEポートをイネーブルにできます。

4. ポリシングが無効である場合、受電デバイスがPoEポートに割り当てられた最大電力より
多くの量を消費しても対処されないため、deviceに悪影響を与える場合があります。
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PoEポートでの最大電力割り当て（カットオフ電力）

電力ポリシングがイネーブルの場合、deviceは次の順序でいずれかの値をPoEポートでのカッ
トオフ電力とします。

1. deviceがポートに対して予定しているユーザー定義電力レベルを設定している場合は、
power inline consumption default wattageグローバルコンフィギュレーションコマンドま
たはインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して手動で行う。

2. ポート上で許可される電力を制限するユーザー定義の電力レベルを設定している場合は、
power inline auto max max-wattageインターフェイスコンフィギュレーションコマンドま
たは power inline static max max-wattageインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを使用して手動で行う。

3. deviceにおいて受電装置の電力消費が設定されている場合は、CDP電力ネゴシエーション
または IEEE分類と LLDP電力ネゴシエーションを使用して自動的に行われる。

power inline consumption default wattageまたは power inline [auto | static max] max-wattageコマ
ンドを入力することにより、カットオフ電力値を手動で設定するには、リストの1番めまたは
2番めの方法を使用します。

CDP/LLDP電力ネゴシエーションがサポートされていない状況でのみ、ポートの電力レベルを
手動で設定するには、power inline consumption default wattageコマンドを使用する必要があり
ます。

カットオフ電力量の値を手動で設定しない場合、deviceは、CDP電力ネゴシエーションまたは
デバイスの IEEE分類とLLDP電力ネゴシエーションを使用して自動的に値を決定します。CDP
またはLLDPがイネーブルでない場合は、デフォルト値の30Wが適用されます。ただし、CDP
または LLDPがない場合は、15400～ 30000 mWの値が CDP要求または LLDP要求だけに基づ
いて割り当てられるため、装置で 15.4 Wを超える電力の消費がdeviceから許可されません。
受電デバイスが CDPまたは LLDPのネゴシエーションなしに 15.4 Wを超える電力を消費する
場合、デバイスは最大電流（Imax）の制限に違反し、最大値を超える電流が供給されるという
Icut障害が発生する可能性があります。再び電源を入れるまで、ポートは障害状態のままにな
ります。ポートで継続的に 15.4 Wを超える電力が給電される場合、このサイクルが繰り返さ
れます。

PoE+ポートに接続されている受電デバイスが再起動し、電力 TLVで CDPパケットまた
は LLDPパケットが送信される場合、deviceは最初のパケットの電力ネゴシエーション
プロトコルをロックし、その他のプロトコルからの電力要求に応答しません。たとえば、

deviceが CDPにロックされている場合、LLDP要求を送信する装置に電力を供給しませ
ん。deviceがCDPにロックされた後でCDPがディセーブルになった場合、deviceはLLDP
電源要求に応答せず、アクセサリの電源がオンにならなくなります。この場合、受電デ

バイスを再起動する必要があります。

（注）
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電力消費値

ポートの初期電力割り当ておよび最大電力割り当てを設定することができます。ただし、これ

らの値は、deviceがPoEポートの電力をオンまたはオフにするときを指定するために設定する
値です。最大電力割り当ては、受電デバイスの実際の電力消費と同じではありません。device
によって電力ポリシングに使用される実際のカットオフ電力値は、設定済みの電力値と同等で

はありません。

電力ポリシングがイネーブルの場合、deviceは、スイッチポートで、受電装置の消費電力を超
える消費電力ポリシングを行います。最大電力割り当てを手動で設定する場合、スイッチポー

トと受電デバイス間のケーブルでの電力損失を考慮する必要があります。カットオフ電力と

は、受電デバイスの定格消費電力とケーブル上での最悪時の電力損失を合計したものです。

deviceの PoEがイネーブルの場合、電力ポリシングをイネーブルにすることを推奨します。た
とえば、ポリシングがディセーブルで、power inline auto max 6300インターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを使用してカットオフ値を設定すると、PoEポートに設定される最大
電力割り当ては 6.3W（6300mW）です。装置が最大で 6.3Wの電力を必要とする場合、device
はポートに接続されている装置に電力を供給します。CDPによるパワーネゴシエーション実
施後の値または IEEE分類値が設定済みカットオフ値を超えると、deviceは接続されている装
置に電力を供給しなくなります。deviceが PoEポートで電力をオンにしたあと、deviceは受電
装置のリアルタイム電力消費のポリシングを行わないので、受電装置は最大割り当て量を超え

て電力を消費できることになり、deviceと、他のPoEポートに接続されている受電装置に悪影
響を及ぼすことがあります。

deviceは内部電源装置およびCisco Redundant Power System 2300（RPS 2300）をサポートしてお
り、受電デバイスが利用できる総電力量は電源装置の設定によって異なります。

PoEの設定方法

PoEポートの電力管理モードの設定

PoE設定を変更するとき、設定中のポートでは電力が低下します。新しい設定、その他の
PoEポートの状態、電力バジェットの状態により、そのポートの電力は再びアップしない
場合があります。たとえば、ポート 1が自動でオンの状態になっていて、そのポートを
固定モードに設定するとします。deviceはポート1から電力が取り除き、受電デバイスを
検出してポートに電力を再び供給します。ポート 1が自動でオンの状態になっていて、
最大ワット数を 10 Wに設定した場合、deviceはポートから電力を取り除き、受電デバイ
スを再び検出します。deviceは、受電デバイスがクラス 1、クラス 2、またはシスコ専用
受電デバイスのいずれかの場合に、ポートに電力を再び供給します。

（注）

手順の概要

1. enable

Power over Ethernetの設定
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2. configure terminal
3. interface interface-id

4. power inline {auto [ max max-wattage] | never | static [ max max-wattage]}
5. end
6. show power inline [interface-id | module switch-number]
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

設定する物理ポートを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 2/0/1

ポートのPoEモードを設定します。キーワードの意
味は次のとおりです。

power inline {auto [ max max-wattage] | never | static [
max max-wattage]}

例：

ステップ 4

• auto：受電デバイスの検出をイネーブルにしま
す。十分な電力がある場合は、装置の検出後にスイッチ(config-if)# power inline auto

PoEポートに電力を自動的に割り当てます。こ
れがデフォルト設定です。

• max max-wattage：ポートで許可されている電力
を制限します。値を指定しない場合は、最大電

力が供給されます。

• never：デバイスの検出とポートへの電力供給
をディセーブルにします。

ポートにシスコの受電デバイスが接続され

ている場合は、power inline neverコマン
ドでポートを設定しないでください。問題

のあるリンクアップが発生し、ポートが

error-disabledステートになることがありま
す。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

• static：受電デバイスの検出をイネーブルにしま
す。deviceが受電デバイスを検出する前に、ポー
トへの電力を事前に割り当てます（確保しま

す）。deviceは、装置が接続されていなくても
このポートに電力を予約し、装置の検出時に電

力が供給されることを保証します。

deviceは、自動モードに設定されたポートに電力を
割り当てる前に、固定モードに設定されたポートに

PoEを割り当てます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config-if)# end

device、指定したインターフェイス.show power inline [interface-id |module switch-number]

例：

ステップ 6

スイッチ# show power inline

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

スイッチ# copy running-config startup-config

Catalyst WS-C3560CX-8PT-Sでの PoEおよび PoEパススルーポートの設
定

他の PoEスイッチと同様に、CatalystWS-C3560CX-8PT-Sコンパクトスイッチ PoEポートで電
源管理、バジェット、およびポリシングを設定できます。

show env power特権 EXECコマンドは、スイッチの電源オプションに関する情報を提供しま
す。

無停止型 POE
無停止型 POEは、PSEスイッチが起動している場合でも、接続された PDデバイスへの連続電
源を提供します。

ポートへの電源供給はMCUファームウェアのアップグレード時には中断され、ポートは
アップグレード直後にバックアップされます。

（注）
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この機能は、Catalyst 3560-CXおよび Catalyst 2960-CXスイッチの次のモデルでのみ利用
できます。

• WS-3560CX-8PC-S

• WS-3560CX-12PC-S

• WS-C3560CX-8XPD-S

• WS-C2960CX-8PC-L

（注）

高速 POE
この機能は、IOSが起動するのを待機することなく、AC電源が接続された瞬間（電源投入の
15～ 20秒以内）に特定の PSEポートから引き出された最後の電力を記憶し、電源をオンにし
ます。poe-haが特定のポートで有効な場合、電源障害後の復旧時に、IOS転送が開始されるま
での短期間、スイッチが接続されているエンドポイントデバイスに電源を供給します。

この機能は、すでに実装されている poe-haと同じコマンドで設定できます。スイッチの電源
がオフになったときにポートに接続されている電源デバイスをユーザが交換した場合、この新

しいデバイスは、以前のデバイスが利用していた電力を取得します。

高速 POEは、Catalyst 3850でのみサポートされています。（注）

UPOEの場合、高速 POEはスイッチ側で使用可能ですが、UPOE電力の可用性の信号伝
達を LLDPに依存するため、PDエンドポイントは同様の機能を利用できない可能性があ
ります。LLDPに依存する場合、IOSが起動してLLDPパケット交換が可能になり、UPOE
電力の可用性を信号で伝達できるようになるまで、PDエンドポイントはそのまま待機す
る必要があります。

（注）

持続性および高速 POEの設定
持続性 POEおよび POEを設定するには、次の手順を実行します。

PDを接続する前に poe-haコマンドを設定する、または、poe-haを設定した後にポート
を手動で閉じる/開く必要があります。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. power inline port poe-ha
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

設定する物理ポートを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# interface gigabitethernet2/0/1

PoEの高可用性を設定します。power inline port poe-ha

例：

ステップ 4

スイッチ(config-if)# power inline port poe-ha

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config-if)# end

PoEポートに接続された受電デバイスの電力バジェット
Cisco受電装置が PoEポートに接続されている場合、deviceは Cisco Discovery Protocol（CDP）
を使用してデバイスのプロトコル固有の電力消費を判断し、それに応じてdeviceは電力バジェッ
トを調整します。この機能は、IEEEサードパーティの受電デバイスには適用されません。こ
の装置の場合、deviceが電力要求を許可したときに、受電装置の IEEE分類に応じてdeviceが電
力バジェットを調整します。受電デバイスがクラス 0（クラスステータス不明）またはクラス

Power over Ethernetの設定
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3の場合、deviceは CDP固有の電力所要量に関係なく、受電デバイスに 15,400 mWを計上しま
す。受電デバイスがCDP固有の消費よりも高いクラスを報告してきたり、または電力分類（デ
フォルトはクラス 0）をサポートしていない場合、deviceは IEEEクラス情報を使用してグロー
バル電力バジェットを追跡するため、電力供給できるデバイスが少なくなります。

power inline consumption wattageインターフェイスコンフィギュレーションコマンドまたは
power inline consumption default wattageグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用
すれば、IEEE分類で指定されたデフォルトの電力要件を上書きできます。IEEE分類で指定さ
れた電力と実際にデバイスが必要とする電力の差は、追加のデバイスが使用するためグローバ

ル電力バジェットに入れられます。したがって、deviceの電力バジェットを拡張してもっと効
率的に使用できます。

deviceの電力バジェットは慎重に計画し、電力モニターリング機能をイネーブルにし、電
源装置に対してオーバーサブスクライブにならないようにする必要があります。

注意

手動で電力バジェットを設定する場合、deviceと受電デバイスの間のケーブルでの電力消
失を考慮する必要があります。

（注）

すべての PoEポートのパワーバジェット

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no cdp run
4. power inline consumption default wattage

5. end
6. show power inline consumption default
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

Power over Ethernetの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）CDPをディセーブルにします。no cdp run

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# no cdp run

各PoEポートに接続された受電デバイスの消費電力
を設定します。

power inline consumption default wattage

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# power inline consumption default
5000

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config)# end

消費電力のステータスを表示します。show power inline consumption default

例：

ステップ 6

スイッチ# show power inline consumption default

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

スイッチ# copy running-config startup-config

特定の PoEポートのパワーバジェット

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no cdp run
4. interface interface-id

5. power inline consumption wattage

6. end
7. show power inline consumption
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

（任意）CDPをディセーブルにします。no cdp run

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# no cdp run

設定する物理ポートを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

deviceの PoEポートに接続された受電装置の消費電
力を設定します。

power inline consumption wattage

例：

ステップ 5

各受電装置に指定できる範囲は4000～です。デフォ
ルトはです。

スイッチ(config-if)# power inline consumption 5000

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

スイッチ(config-if)# end

電力消費データを表示します。show power inline consumption

例：

ステップ 7

スイッチ# show power inline consumption

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

スイッチ# copy running-config startup-config

電力ポリシングの設定

デフォルトでは、deviceは接続されている受電装置の消費電力をリアルタイムでモニターリン
グします。消費電力に対するポリシングを行うようにdeviceを設定できます。デフォルトでは
ポリシングは無効になります。

Power over Ethernetの設定
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. power inline police [action{log | errdisable}]
5. exit

6. 次のいずれかを使用します。

• errdisable detect cause inline-power
• errdisable recovery cause inline-power
• errdisable recovery interval interval

7. exit

8. 次のいずれかを使用します。

• show power inline police
• show errdisable recovery

9. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

設定する物理ポートを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 2/0/1

ポートでリアルタイム消費電力が最大電力割り当て

を超えるときに、次のいずれかのアクションを実行

するようにdeviceを設定します。

power inline police [action{log | errdisable}]

例：

スイッチ(config-if)# power inline police

ステップ 4

• power inline police：PoEポートをシャットダウ
ンし、ポートへの電力供給をオフにし、PoEポー
トを error-disabledステートに移行します。

Power over Ethernetの設定
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目的コマンドまたはアクション

errdisable detect cause inline-powerグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを

使用すると、PoE error-disabledの原因につ
いてエラー検出を有効にできます。
errdisable recovery cause inline-power
interval intervalグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用すると、PoE
error-disabledステートから回復するための
タイマーを有効にすることもできます。

（注）

• power inline police action errdisable：リアルタ
イムの電力消費がポートの最大電力割り当てを

超過した場合、ポートへの電力をオフにしま

す。

• power inline police action log：ポートへの電源供
給を継続し、syslogメッセージを生成します。

action logキーワードを入力しない場合、デフォルト
のアクションによってポートがシャットダウンさ

れ、error-disabledステートになります。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 5

スイッチ(config-if)# exit

（任意）PoE error-disabledステートからのエラー回
復を有効にし、PoE回復メカニズム変数を設定しま
す。

次のいずれかを使用します。ステップ 6

• errdisable detect cause inline-power
• errdisable recovery cause inline-power
• errdisable recovery interval interval デフォルトでは、回復間隔は 300秒です。

例： interval intervalには、error-disabledステートから回
復する時間を秒単位で指定します。指定できる範囲

は 30～ 86400です。
スイッチ(config)# errdisable detect cause
inline-power

スイッチ(config)# errdisable recovery cause
inline-power

スイッチ(config)# errdisable recovery interval 100

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 7

スイッチ(config)# exit
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目的コマンドまたはアクション

電力モニタリングステータスを表示し、エラー回復

設定を確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 8

• show power inline police
• show errdisable recovery

例：

スイッチ# show power inline police

スイッチ# show errdisable recovery

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

スイッチ# copy running-config startup-config

電力ステータスのモニタ
表 3 :電力ステータスの showコマンド

目的コマンド

（任意）指定したスイッチの内部電源装置のステータスを表示

します。

show env power switch

スイッチ、インターフェイス、の PoEステータスを表示しま
す。

show power inline [interface-id

電力ポリシングのデータを表示します。show power inline police

指定したスイッチの電源モジュールのステータスを表示しま

す。

show env power

PoEの設定例

パワーバジェット：例

次のいずれかのコマンドを入力すると、

• [no] power inline consumption default wattageグローバルコンフィギュレーションコマン
ド
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• [no] power inline consumption wattage

インターフェイスコンフィギュレーションコマンド

次の注意メッセージが表示されます。

%CAUTION: Interface Gi1/0/1: Misconfiguring the 'power inline consumption/allocation'
command may cause damage to the
switch and void your warranty. Take precaution not to oversubscribe the power supply.
It is recommended to enable power
policing if the switch supports it. Refer to documentation.
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


